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センターから発信する様々な報告・情報を
右記の二次元コードから見られます。
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P.1……平塚市情報　令和７年度市民活動推進補助金の募集開始・応募説明・相談会の開催
P.２……センターレポート『第４回防災座談会』
P.3……お役立ち情報
P.4……センター情報、平塚市情報
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募集期間●令和６年（2024年）１１月１５日（金）～令和７年（2025年）１月２８日（火）
応募説明・相談会●令和６年（2024年）１２月１４日（土）１０：００～
会場●ひらつか市民活動センター　※補助金応募方法等は市ウェブを御参照ください。
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kyodo/page37_00016.html
問い合わせ先◆平塚市協働推進課　　電話◆２１－９６１８
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◆支援団体の活動内容
　 1.災害のゴミ出し、ガレキ撤去、家具等の運び出し
　 2.炊き出し、サロン支援 
　3.技術系として、ブロック塀、木材などの解体作業 　
　4.避難所や在宅被災者への支援物資配付 など
◆ボランティアセンターの活動 
　電話や来所相談等でニーズを把握し、マッチング後現
　地に赴き活動します。 その他、現地調査・訪問、各種
　証明書の発行、サテライトとの連絡調整など多岐に渡
　ります。
◆ボランティアの活動内容 
　1.災害ゴミ、倒壊した壁やブロック塀の片付け 
　2.被災住宅の清掃
　3.仮設住宅への引っ越し手伝い 
　4.災害ボランティアセンターなどでの炊き出しなど
◆今だから、みなさんにできること 
　1.地元が主体（中心）となって復旧・復興に取り組むこと 
　2.地域の社会資源を活用すること 
　3.ヒト・モノ・場所など普段からの活動が重要
　「のりこえよう ともに」現在も能登町民みんなで力を
合わせて震災を乗り越えようと取り組まれています。
私たちも出来ることがあれば可能な限り支援していきた
いと思います、と締めくくりました。

　　　　　　令和6年元日に能登半島で最大震度 7、
　　　　度6 弱の大きな地震が発生しました。 海トラフの震源域の西側に位置
しており、南海トラフ地震との関連性も心配されています。
　また、日本列島は厳しい気象状況に見舞われ、お盆には台風 7 号が東日本を直撃し、8 月末に
は台風 10 号が西日本を中心に大きな被害をもたらしました。
平塚市でも記録的な雨量により大きな被害が発生し、 初めてボランティアセンターが立ち上がっ
たことは記憶に新しいと思います。
　さて、今年の防災座談会は基調講演に平塚市社会福祉協議会 地域福祉推進課の 宏さん
をお招きし、 令和 6 年能登半島地震災害ボランティアセンターでの活動内容を伺い、その後、
参加団体の日頃の活動報告と災害時の連携について情報交換を行いました。

第 1 部 ໦ᮅᮧᕿ
　平塚市社会福祉協議会 、令和6年6月
8日（土）～14日（金）まで、石川県能登町社会福祉協
議会能登町災害ボランティアセンターで、川崎市、厚木
市、小田原市、開成町の社協の皆さんと共に現地に出
向き様々な支援活動を行ってきました。地震発生から
半年が経っても復興が進まない様子を写真と共にご紹
介いただきました。

　実際に、能登方面にボランティアに参加した方も数名
出席されており、実際の活動の流れとご苦労を知ること
ができました。
活動分野が違うとお互いの活動を知る機会も少ないです
が、防災という一つのテーマについて情報交換すること
で新たな気づきも生まれたようです。それぞれの団体が
その特徴を活かせるような横の繋がりを強めていく必要
性を感じました。
　また、そのための仕組みづくりや情報発信と共有の大
事さも改めて認識しました。 予知の難しい地震はもちろ
んのこと、ある程度予測して対応ができる風水害につい
ても普段からの「備え」が重要かつ不可欠です。今後も今
回のような場を通じて、災害に強いまちづくりに向けて
団体の皆さんと連携していきたいと思います。

第 2 部 ᅽᬰనቝౖ
センターからのアンケート結果報告、
参加団体の皆さんとの情報交換
     

参加者●登録団体 8 団体 20 名、その他団体 2 名、個人 1 名、
　　　　災害対策課 1 名、東海大 4 名、計 28 名
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૎૎៬ᗛ଺ଙଜଅୁ
ᗃ࿐ମତ೎૾ଡଚૺଜଝଃୁଉଞ
　災害は突然やってきます。いざという時のためにNPO・市民活動団体の専門性を活かした
協力・連携をさらに強めていくことが大切ではないでしょうか?
ひらつか市民活動センターでは、団体の皆様の専門性・できることの情報を集め、災害時に
協力できる仕組みを団体の皆さんと共に考えていきたいと思います。
　引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。 
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◆市民活動団体の専門性
を活かした対応・サポー
トが可能。

◆日頃から住民の皆さん
と学びを共有することが
重要。
 

ᗃ࿐ൣ࢜
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行政からの情報を待って
いては間に合わないこと
も多く、民間ならではの
情報受発信も重要。
同時に情報不足の中での
勝手な行動が二次被害を
招くこともあり、正確な
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◆市民活動団体の専門性
を活かした対応・サポー
トが可能。

◆各団体がそれぞれの出
来ることを共有し、常に
声を掛け合える状態にし
ておくことが重要。
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※　　　枠内は市民活動団体のサポートが可能な分野
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　令和5年12月に実施した団体アンケートで、災害時に「連携協力できる」と回答された
40団体に対し、 改めて「災害時に出来る事」のアンケートを実施しました。（回収率 85%） 
団体の皆様から寄せられた回答は災害に強いまちづくりを進めていく上で大変心強く、
情報交換の必要性を改めて実感しました。
᫽ᗃᤲኞቢ࢜ ॣ᳍ᷳᇒତᇗౘ  ૺ

ॣஐ஝஧୺ୗୖ୯஧୳ரᲸ๹ᬋൺ 
ೃႫḑତኞቢ࢝ ॣೖ᥈ଡᶗଏୁଉଞ

ॣ୭୼஠୭ᛸ኱૏ஒ୷୩ர୬᠟ 

ᄒயྼྼ࢞ ഉḑତኞቢ  ॣ ྥଟସ଺Ầἵᤲତྼഉᬰྻୀ
 ॣ ᶬᘨᬰႽୀ 
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被災家屋の片付け
（清掃・ゴミ出し等）
10％

ボランティア
センターの
運営補助
23％

避難所の手伝い
31％

炊き出し
18％

食糧支援
0％

ペット相談
3％

資材の貸出2％

その他
13％

ストレス発散
16％

スポーツ体操
13％

マッサージ
13％

子どもの
安全見守り
32％

音楽療法
3％

演芸10％

傾聴全般
32％

その他
13％

障がい者の
安全見守り
11％

高齢者の
安全見守り
25％

その他 4％
詐欺被害防止
3％

資格を活かした
ボランティア活動
（調剤・看護・散髪等）
19％支援者の

支援
16％防犯

（見廻り）
18％

外国籍の方の
安全見守り
7％

学習支援
7％

外出援助
10％買い物・

通院支援
19％

困りごと相談
　23％

ICT支援
（スマホ等）
　　　3％

帰宅困難者
支援
0％

その他3％
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編集後記
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　平塚市では台風10号の影響で土砂崩れや床上・床下浸水の被害が多く発生しました。
罹災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　さて、9月末に開催した防災座談会では「災害時に団体としてできること、団体間のネットワークづくり」を
テーマに学びと情報交換を行いました。正にNPOならではの専門性を活かした支援が期待されています。（さ）
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　市民活動団体が活動紹介やその成果をパフォーマンスや出展ブースで発表します。
開会式ではSOZENマーチングバンドの演奏やポスター＆川柳大賞の表彰式があります。
　日時● 11月24日（日）10：00～15：00
　会場●ひらつか市民活動センター、崇善公民館
　出展団体● 53団体
　出展内容●展示・相談・体験・パフォーマンス・物販　他
　参加費●無料
౎ᐉயNPOய༶ྰஅர୼୾ர୫୷஋ஓர୺ୗ஧୤�Lnႎ༂ய༶ឃயఙ࿎૎�Ὰ຾໠ଂᥡଶፃ፟ତᓿ൶Ὰ
　地域活性化をテーマに取り組まれている団体の事例をもとに連携・協働によって
生まれる取組やその活動の広がりについて考えます。
　日時● 2025年1月23日（木）14：00～17：00（受付13：30～）
　会場●ひらつか市民活動センター
　対象●地域課題の解決のためにパートナーを探しているNPO／市民活動団体・
　　　　　地域貢献活動など地域との関りに関心のある企業・大学関係者
　定員● 30名（先着順／要申込）

฼ರผ༑ತ
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　令和６年１０月３日（木）に令和７年度に実施する提案型協働事業の公開プレゼンテーションを
開催しました。今回は新規の市民提案型協働事業２件の公開プレゼンテーションが行われました。

お問い合わせ●平塚市役所協働推進課　市民協働担当　電話：０４６３－２１－９６１８　

ܽ฽ჲ฽ഖझॕडफ़ࢸ࣒ଂᑓࢮ࣒࣊ࢨࣈ࣏ᓹ࣭ࢿ
●閉館日…12月28日（土）～1月4日（土）　　●年始は1月5日（日）より開館いたします。
●会議室の予約について…令和7年3月28日（金）～4月4日（金）の予約は令和6年12月27日（金）から
　　　　　　　　　　　　　受け付けます。

༲Ḽṟᥡ၆༖᠟ତ௫᳄ൌṟᥡᶬᑷତ෡ୀᢜଵఘᐉ ၮ៻ྰᎢኯ᥊ใମତஞ୼ஓ୷ୣତฝᝋጇෛଞᓿᚥኞቢఘᐉ

団体名◆WAN’S LIFE湘南里親
　　　　 NPO法人平塚のら猫を減らす会
主管担当課◆環境保全課

団体名◆あいあいリトミック
主管担当課◆教育研究所、子ども教育相談センター


